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研究課題 環境マネジメント・コントロール・システムの新たな展開に関する研究 

研究キーワード 
環境マネジメント・コント

ロール（・システム） 

当年度計画に対す

る達成度 

1.目標を超える研究の進展・成果を達成し

た 

関連する 

SDGs項目 

8.働きがいも経済成長

も 

12.つくる責任 つかう

責任 

13.気候変動に具体的な

対策を 

17.パートナーシップで

目標を達成しよう  

１．研究成果の概要 

今年度は、環境マネジメント・コントロールの本質を明らかにし、今後の研究課題を明らかにすることを目

的とした。環境マネジメント・コントロール・システムとは、企業の社会・環境への取り組みを管理会計シス

テムに組み込むための仕組みである。一般に、マネジメント・コントロールの究極的な目的は、目標の斉合性

を高めることである（ドラッカー1954 等）。そこで本研究では、環境マネジメント・コントロールにおける目

標斉合性（以下、「環境目標斉合性）の特徴を明らかにするために、事例分析を行った。事例研究の対象は、日

本の社会環境経営の最先端を展開するキリンホールディングス株式会社である。結果として環境目標斉合性概

念は、通常概念を①外部環境軸、②時間軸、③組織構造軸の 3 つの軸に拡張・強化する特徴を持つことを明ら

かにした。今後の研究課題としては、企業内外におけるコミュニケーションという最終段階の実践をさらに分

析していくことが重要であることが明らかとなった。 

２．著書・論文・学会発表等 
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【学会発表等】 
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３．主な経費 

 図書・論文の購入費、文具費や資料のコピー代 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

総合研究所の競争資金の獲得（2024 年度） 
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